
賢明女子学院中学校高等学校

地域や企業と協動した多様な社会活動を

生徒自身が自主的に展開

サステナブル デベロップメント ガールズ

SDGs



Be Leaders

SDGsの達成を目標に

有志のメンバーが

自主的に
社会活動アクションを

企画立案

現在の所属生徒数
中学生１６名
高校生４１名



２０２３年度の主な活動

校内での主な活動
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姫路市/兵庫県

姫路青年会議所ＪＣ

企業/ NPO

海のごみ調査隊 再開！

協働団体



私たちの活動の特徴

imagine
想像する

connect
つながる



活動の特徴 1

私たちの活動は

想像すること

によって深まる



もしも・・・？
想像のチカラで世界の問題を自分ごとにする

もしも自分が
難民に
なったら

もしも海が
ごみで

いっぱいに
なったら

もしも友人が
ジェンダーに
悩んだら

もしも自分が
毎日の
食事に
困ったら



届けよう、服のチカラ プロジェクト

8月25日にUNHCR協会講師と学生団体SOARによる難民についての講演、ワークショップを開催した。
参加者たちは活発に意見を交わしながら、難民となることがどのような状況であるのかを想像することで、

問題を自分事として捉えようとした。この気づきは、この後の活動への意気込みにつながった。

難民の生活を想像する



届けよう、服のチカラ プロジェクト

6月 ユニクロピオレ姫路支店による出張授業
7月 第1回～2回ミーティング 活動方針決定
8月 UNHCR協会による出張授業

協力先への手紙、ポスター、活動のフローチャート作成
９月 学内外で服の回収を開始

学院祭で服の回収とフードドライブを同時開催
１０月～１１月学内で服の仕分け作業、発送
１２月 感謝状の作成
１月 回収した服の中で対象外となった小物、大人服などを仕分けし、他の支援先への提供を検討している

白國神社 姫路周辺の公立小学校 三井住友信託銀行姫路支店

いろんな人とつながる



ＮＰＯフードバンクはりまとの出会いと支援

１００本以上のゴーヤを寄付

２０２２年４月講演会をきっかけに

食に苦しむ人たちのことを
想像し、自分たちにできる
ことを考えた



ＮＰＯフードバンクはりまとの出会いと支援

１００本以上のゴーヤを寄付

生徒や保護者に呼びかけて
校内フードドライブを実施

ボランティアに参加し
て実施方法を学んだ



先輩から後輩へと受け継がれ、活動を継続中

１００本以上のゴーヤを寄付

２０２２年度、２０２３年度には
年間４回の校内フードドライブ実施



connect
つながる

他の人とつながることによって世界が広がり

より広く深い活動が可能になる

私たちの活動の特徴 ２



イベントの企画・実施に参加

１００本以上のゴーヤを寄付



２０２２年度のひめじ創生ＳＤＧｓアワードで発表されていた

みかしほ学園製菓専門学校さん

を思い出した！

チャリティーカフェで提供する
クッキー作りに悩んだ時



協力を願い、一緒に作ってくださることに決定！

クッキーの
デザインや形を
打ち合わせして

決定



専門学校の学生さんに教わりながらのクッキー作り



価格設定やメニューも自分たちで考えた！



イベント当日は他団体のボランティアの方々と協力



カフェとフリマのイベントを通して支援の和が広がった

企業中高生NPO



そのつながりは校内外で実現している

奉仕委員会が

子ども食堂での

ボランティアを開始

現在も

多くの生徒が参加







姫路市主催のイベントに参加 地元企業と中高生が課題について話し合う



ひょうごSDGｓ HUBに登録





姫路青年会議所主催
坊勢島のブランディングを提案



ベルマーク 地道な努力で収集し
地域の子供たちへ還元

児童養護施設広畑学園
にテントを寄付



２０２２年度の実施校
すべて姫路市内の公立小

妻鹿小学校 荒川小学校

別所小学校

地元小学校でＳＤＧｓに
ついての出前授業を実施

小学校

出張授業

城乾小学校

野里小学校 東小学校



播磨灘の海底で地引網漁を実施海のゴミ

調査隊

（株）姫路環境開発のご協力で

Go Blueごみアートコンテスト2022 優秀賞！



情報を発信し、共有

校内新聞
生徒が

企画
取材
記事

にまとめる



学校全体にみられる創造的な社会活動

生徒会の活性化

探究学習の成果

ボランティアの広がり



外部からの評価

２０２３年度  コミュニティ賞

https://www.vspirit.jp/

ひょうごSDGｓスクールアワード２０２３
高等学校の部 最優秀賞



サステナブル

自分たちができる範囲の活動が

先輩から後輩へ受け継がれ

年間を通して

継続して行っている

持続可能な活動である



デベロップメント

・社会に対する関心を持つことによって

・様々な出会いがあり

・学びを通して

・何が必要かを想像する

・他の人と協働し

・新しい活動を展開し

・発展させている



Sustainable Development Girls

・女子校でジェンダーの固定概念に縛られることなく

・積極的な活動を展開し、ひとりひとりがリーダーとなる



これからも皆さんと協働していきたいです！
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